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序　

論　

本
書
の
中
心
的
課
題
、
な
ら
び
に
そ
の
射
程

（
ａ
）　

江
戸
後
期
儒
学
の
評
価

　

本
書
は
、
十
八
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
中
葉
ぐ
ら
い
ま
で
に
台
頭
し
た
日
本
儒
者
に
お
け
る
考
証
学
的
な
色
彩
の
強
い
中
国
古
典
テ

ク
ス
ト
の
文
献
・
書
誌
研
究
の
実
相
を
、
日
本
思
想
史
の
み
な
ら
ず
中
国
近
世
思
想
史
、
教
育
史
な
ど
の
知
見
も
適
宜
引
照
し
な
が

ら
考
察
し
、
さ
ら
に
そ
の
底
流
に
あ
る
思
想
・
哲
学
に
つ
い
て
、
西
欧
に
お
い
て
発
展
し
た
文
献
研
究
と
比
較
し
な
が
ら
考
え
る
こ

と
も
目
的
と
す
る
。
た
だ
し
、
考
証
学
的
な
学
問
方
法
の
発
展
は
お
お
よ
そ
十
七
世
紀
後
半
頃
よ
り
始
ま
っ
て
お
り
、
本
書
で
は
こ

の
時
期
に
萌
芽
を
み
る
学
問
も
意
識
す
る
と
同
時
に
、
江
戸
後
期
学
問
を
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
基
盤
と
す
る
明
治
以
降
の
学
問
方
法

も
視
野
に
収
め
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
十
八
世
紀
は
、
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
経
学
、
言
語
の
学
、
詩
文
等
多
様

な
方
向
で
の
学
問
発
展
と
そ
の
刺
戟
に
よ
る
折
衷
的
、
考
証
的
学
問
の
勃
興
、
あ
る
い
は
ま
た
一
方
に
お
い
て
は
正
学
派
朱
子
学
の

興
隆
（
あ
る
い
は
「
再
興
」）
を
み
、
こ
の
儒
学
界
で
の
動
き
は
さ
ら
に
国
学
の
諸
派
、
蘭
学
研
究
の
発
展
を
も
触
発
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
思
想
分
野
の
誕
生
と
相
互
の
交
錯
、
対
抗
の
様
相
は
、
前
田
勉
『
江
戸
後
期
の
思
想
空
間
』
に
も
詳
し
い（

（
（

。

　

さ
て
、
日
本
に
お
け
る
中
国
哲
学
研
究
は
、「
最
近
ま
で
は
、
経
、
史
、
子
部
の
古
典
解
読
に
狩
野
（
直
喜

─
筆
者
）
以
来
の
、

清
朝
考
証
学
の
成
果
を
利
用
す
る
こ
と
が
ご
く
一
般
的
で
あ
」
り
、
こ
れ
が
、
清
朝
考
証
学
を
「
中
国
哲
学
研
究
の
対
象
と
し
て
客

体
化
」
す
る
こ
と
を
「
遅
ら
せ
た
」
と
論
じ
る
の
は
吉
田
純
で
あ
る（

（
（

。
こ
の
論
の
是
非
に
つ
い
て
は
当
該
分
野
の
専
門
研
究
者
に
委
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ね
た
い
が
、
ⓐ
研
究
「
手
法
」
が
研
究
「
対
象
」
と
し
て
明
確
に
意
識
さ
れ
ず
、
結
果
、
や
や
も
す
れ
ば
、
研
究
の
方
向
性
、
そ
し

て
成
果
に
偏
り
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
点
、
さ
ら
に
は
、
ⓑ
あ
た
か
も
宋
学
あ
る
い
は
朱
子
学
以
外
に
は
「
哲
学
」
が
存
在
せ
ず
、

日
本
儒
学
に
お
い
て
も
十
八
世
紀
以
降
は
「
方
法
的
進
化
」
以
外
は
特
筆
す
べ
き
も
の
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
、
す
く

な
く
と
も
一
部
の
日
本
思
想
史
研
究
者
に
お
い
て
前
提
さ
れ
て
い
る
状
況
に
鑑
み
る
と
、
上
の
吉
田
の
言
葉
は
、
日
本
儒
学
／
漢
学

研
究
、
と
り
わ
け
幕
末
漢
学
の
研
究
に
も
あ
て
は
ま
る
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
基
本
的
な
立
場
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
こ
れ
ま
で
の
日
本
思
想
史
分
野
で
の
儒
学
研
究
は
朱
子
学
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
が
多
く（

（
（

、
幕
末
─
明
治
初
期
政
治
思

想
史
的
研
究
に
お
い
て
も
、「
漢
学
」
と
い
う
よ
り
も
「
儒
学
」、
と
り
わ
け
朱
子
学
の
概
念
、
世
界
観
、
道
徳
観
を
も
っ
て
日
本
近

代
知
識
人
が
西
洋
思
想
を
い
か
に
受
容
し
た
か
と
い
う
点
の
考
察
を
主
眼
と
す
る
も
の
が
多
く
、
朱
子
学
か
ら
西
洋
哲
学
に
対
抗
し

得
る
哲
理
を
析
出
す
る
〝
哲
学
的
〟
営
み
、
あ
る
い
は
儒
学
と
の
連
続
性
を
保
ち
な
が
ら
、
そ
の
観
念
を
意
図
的
に
動
員
し
な
が
ら

西
洋
哲
学
を
読
み
解
く
こ
と
を
旨
と
す
る
も
の
が
主
流
で
あ
る
と
い
え
よ
う
（
本
書
第
一
章
第
二
節（
ａ
）参
照
）。

　

し
か
し
、
幕
末
の
漢
学
者
、
さ
ら
に
は
狩
野
直
喜
（
一
八
六
八
～
一
九
四
七
）、
内
藤
湖
南
（
一
八
六
六
～
一
九
三
四
）、
武
内
義
雄

（
一
八
八
六
～
一
九
六
六
）
と
い
っ
た
あ
た
り
の
世
代
ま
で
が
保
持
し
て
い
た
「
漢
学
の
素
養
」
と
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
上
述
の

如
き
も
の
と
は
異
な
る
、
考
証
を
旨
と
す
る
学
的
素
養
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、「
消
閑
の
具
」
と
い
っ
た
も
の
と
は
真
逆
の
、

右
の
吉
田
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
凄
絶
な
ま
で
に
激
し
い
学
問
へ
の
情
熱
」
を
基
底
と
す
る
、
真
摯
な
学
究
的
活
動
で
あ
っ
た
。

（
ｂ
）　

日
中
儒
学
の
差
異

─
そ
の
特
徴
と
担
い
手

　

い
う
ま
で
も
な
く
思
想
の
特
性
は
、
社
会
的
、
経
済
的
、
政
治
的
環
境
与
件
と
不
可
分
な
関
係
に
あ
り
、
特
定
の
環
境
与
件
下
に

お
い
て
儒
者
は
、
い
わ
ゆ
る
被
投
的
投
企
の
状
況
、
す
な
わ
ち
一
定
の
状
況
に
制
約
さ
れ
つ
つ
（
被
投
性
）
み
ず
か
ら
の
可
能
性
を

投
企
し
選
び
と
る
（
実
存
）
と
い
っ
た
状
況
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
お
お
よ
そ
、
哲
学
的
（
あ
る
い
は
、
具
体
的
に
、「
朱
子
学
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的
」）
思
惟
、
あ
る
い
は
ま
た
政
治
思
想
／
理
念
そ
の
も
の
に ‘lean-in’ 

す
る
こ
と
が
多
く
の
場
合
そ
の
前
提
で
あ
る
中
国
士
大
夫

層
（
（
（

と
は
異
な
り
、
江
戸
後
期
の
日
本
の
儒
者
の
多
く
は
、
政
治
状
況
よ
り
も
む
し
ろ
、
社
会
＝
経
済
的
与
件
と
の
密
着
度
が
高
い

〝
市
井
の
人
〟
が
思
想
的
営
為
の
担
い
手
の
「
多
数
派
」
を
占
め
て
い
た
と
い
え
、
と
り
わ
け
江
戸
後
期
～
幕
末
の
考
証
学
を
担
っ

た
多
く
の
儒
者
は
こ
の
属
性
に
あ
る
人
び
と
で
あ
っ
た
。
思
想
形
成
の
重
要
な
与
件
で
あ
る
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
中
国
哲
学
や
旧

来
型
の
日
本
思
想
史
研
究
よ
り
も
、
筆
者
も
長
く
か
か
わ
る
日
本
経
済
思
想
史
の
知
見
が
ヨ
リ
強
い
注
意
の
喚
起
を
促
す（

（
（

。

　

す
な
わ
ち
、
経
済
史
的
に
み
る
と
、
大
開
墾
や
都
市
人
口
の
急
激
な
増
大
、
長
大
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
生
成
は
江
戸
時
代
前

半
期
に
お
こ
り
、
そ
の
後
の
と
く
に
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
前
半
ま
で
の
時
代
は
「
転
換
期
」
と
称
さ
れ
、
こ
の
時
代
の
経

済
社
会
は
、
商
品
生
産
の
深
化
、
と
く
に
小
農
に
よ
る
商
品
作
物
生
産
と
彼
ら
の
市
場
経
済
へ
の
参
入
、
そ
れ
に
よ
る
地
域
間
分
業

の
再
編
成
を
特
徴
と
す
る（

（
（

。
つ
ま
り
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
時
代
は
、「
市
場
」
を
前
提
と
し
た
商
材
、
も
の
づ
く
り
が
、
都
市
と

そ
の
周
辺
、
そ
し
て
地
方
の
「
一
般
人
」
に
お
い
て
日
常
化
す
る
状
況
で
あ
り
、
と
り
わ
け
天
明
年
間
（
一
七
八
一
～
八
九
）
か
ら
文

化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
）
に
か
け
て
の
民
間
経
済
主
体
の
興
隆
を
「
天
明
の
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
」
と
形
容
す
る
日
本
経
済
思
想

史
の
専
門
研
究
者
も
存
在
す
る（

（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
の
発
展
状
況
を
踏
ま
え
、
儒
者
の
様
相
に
目
を
転
じ
る
と
、
ま
ず
、
明
和
～
天
明
期
（
一
七
六
四
～
八
九
）
前
後

に
は
井
上
金
峨
（
一
七
三
二
～
八
四
）、
中
井
履
軒
（
一
七
三
二
～
一
八
一
七
）、
吉
田
篁
墩
（
一
七
四
五
～
九
八
）、
山
本
北
山
（
一
七
五
二

～
一
八
一
二
）
と
い
っ
た
緻
密
な
文
献
考
証
を
主
導
し
た
儒
者
が
存
在
す
る
。
つ
づ
い
て
文
化
～
文
政
期
（
一
八
〇
四
～
三
〇
）
に
は

大
田
錦
城
（
一
七
六
五
～
一
八
二
五
）、
松
崎
慊
堂
（
一
七
七
一
～
一
八
四
四
）、
狩
谷
棭
斎
（
一
七
七
五
～
一
八
三
五
）
ら
考
証
学
を
「
成

立
」
さ
せ
た
と
さ
れ
る
一
群
の
儒
者
が
あ
る
。
彼
ら
の
「
属
性
」
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
〝
市
井
の
人
〟
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
北

山
は
武
士
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
藩
士
と
し
て
の
出
世
競
争
な
ど
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
幕
末
に
台
頭
し
た
東
條

一
堂
（
一
七
七
八
～
一
八
五
七
）、
海
保
漁
村
（
一
七
九
八
～
一
八
六
六
）、
安
井
息
軒
（
一
七
九
九
～
一
八
七
六
）
ら
も
「
士
大
夫
層
」
と
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い
っ
た
属
性
に
は
ま
っ
た
く
な
い
身
分
の
儒
者
で
あ
っ
た
。

　

か
よ
う
な
、
江
戸
後
期
以
降
の
日
本
儒
者
に
お
け
る
政
治
＝
理
念
と
の
密
接
性
の
低
さ
、
あ
る
い
は ‘literati’ 

と
し
て
の
属
性
の

欠
如
、
そ
し
て
逆
に
、
社
会
＝
経
済
史
的
側
面
と
の
密
着
度
の
高
さ
、
あ
る
い
は
も
っ
と
あ
り
体
に
い
う
と
、
日
々
の
経
済
活
動
に

直
接
従
事
し
て
い
る
人
び
と
を
日
々
見
て
い
た
／
ま
さ
に
そ
の
日
常
に
生
き
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
こ
れ
ら
儒
者
の
知
的
営
為
に

お
け
る
、
と
く
に
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
経
験
論
に
明
示
さ
れ
る
よ
う
な
「
経
験
」
と
認
識
「
対
象
」
と
の
「
連
合
」
の
あ
り
方
に
お

け
る
、
と
く
に
認
識
対
象
と
類
似
せ
る
も
の
に
関
す
る
「
記
憶
」
と
そ
の
蓄
積
を
前
提
と
す
る
新
た
な
認
識
の
連
鎖
を
考
え
る
上
で

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
儒
者
と
古
典
テ
ク
ス
ト
と
の
連
合
の
前
提
的
事
実
を
め
ぐ
る
日
中
儒
者
の
間
の
差
異
の
考
察
に
お

い
て
も
意
識
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

か
く
な
る
論
点
に
鑑
み
る
と
、
武
内
義
雄
、
加
藤
常
賢
（
一
八
九
四
～
一
九
七
八
）
に
よ
る
以
下
の
論
評
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

武
内
は
す
で
に
戦
前
に
お
い
て
、
清
代
の
考
証
学
者
は
優
れ
た
校
勘
・
訓
詁
の
学
を
樹
立
し
た
が
、
彼
ら
は
「
経
書
を
神
聖
視
し
て

こ
れ
を
批
判
す
る
こ
と
を
遠
慮
し
」、「
書
物
の
原
典
批
判
は
（
清
学
に
お
い
て
は

─
筆
者
）
ま
だ
十
分
に
採
択
発
展
せ
ら
れ
て
い
な

い
」
と
述
べ
、
こ
れ
は
「
我
が
国
の
先
儒
に
よ
っ
て
」「
啓
か
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
加
藤
は
、
清
学
の
到
達
点
に
あ
る
江
聲
、

孫
星
衍
、
段
玉
裁
と
い
っ
た
考
拠
家
に
あ
っ
て
も
、
彼
ら
は
「
古
代
の
聖
王
思
想
の
信
者
で
あ
り
、
近
代
科
学
以
前
の
人
々
で
あ
っ

た
」
と
断
じ
て
い
る（

（
（

。
と
く
に
武
内
は
、
考
証
に
お
け
る
客
観
性
と
政
治
色
の
な
い
実
証
性
、
聖
賢
の
道
や
諸
子
の
説
を
も
客
観
的

観
察
対
象
と
す
る
学
問
姿
勢
は
日
本
に
お
い
て
ヨ
リ
高
度
な
発
展
を
み
た
と
し
て
い
る
。

　

武
内
の
言
の
背
景
に
は
当
然
、
吉
川
幸
次
郎
が
指
摘
す
る
ご
と
く
の
、
当
時
〝
護
教
的
〟
で
あ
っ
た
と
（
少
な
く
と
も
京
都
帝
大
の

漢
学
者
ら
に
は
）
目
さ
れ
て
い
た
東
京
帝
大
漢
学
科
、
あ
る
い
は
ま
た
、
井
上
哲
次
郎
に
顕
著
な
「
西
方
の
基
準
を
た
だ
ち
に
中
国

に
習
会
す
る
安
易
さ
」「
通
俗
性
」
と
い
っ
た
批
判
対
象
が
あ
り（

（1
（

、
こ
れ
ら
に
対
し
、
と
く
に
江
戸
後
期
以
降
発
展
を
み
た
日
本
儒

者
の
考
証
学
の
顕
彰
、
そ
れ
を
継
承
し
た
己
れ
の
学
問
、
そ
し
て
京
大
漢
学
科
の
優
位
性
の
賞
揚
の
意
図
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
そ
れ
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と
し
て
、
右
の
ご
と
く
、
と
り
わ
け
戦
前
の
一
時
代
に
お
い
て
、
上
記
の
碩
学
に
よ
る
日
・
中
儒
学
研
究
法
の
特
性
に
関
す
る
明
快

な
言
及
が
あ
り
、
ま
た
こ
れ
は
、
西
欧
に
お
け
る
文
献
批
判
の
歴
史
、
学
問
方
法
発
展
史
に
鑑
み
て
極
め
て
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
す
れ
ば
戦
後
の
日
本
儒
者
研
究
は
こ
の
点
を
等
閑
視
し
て
い
た
感
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

幕
末
ま
で
に
発
展
を
み
た
日
本
儒
学
・
漢
学
に
お
け
る
高
度
な
文
献
批
判
を
枢
要
と
す
る
学
問
方
法
が
、
近
代
日
本
の
諸
学
問
、

と
り
わ
け
近
代
史
学
の
研
究
手
法
の
成
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
漢
学
者
で
あ
り
近
代
史
学
の
創
始
者
で

も
あ
っ
た
重
野
安
繹
（
一
八
二
七
～
一
九
一
〇
）、
久
米
邦
武
（
一
八
三
九
～
一
九
三
一
）
ら
が
明
言
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
彼
ら
は
、

ラ
ン
ケ
史
学
の
〝
移
入
〟
よ
り
も
む
し
ろ
、
漢
学
の
学
問
方
法
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
（
第
一
章
参
照
）。
し
か
し
一
方
、
彼
ら
は
、

「
清
朝
考
証
学
」
の
役
割
を
夙
に
指
摘
（
こ
れ
も
第
一
章
に
て
言
及
）
す
る
が
、
さ
き
に
触
れ
た
ご
と
く
の
武
内
、
加
藤
ら
の
よ
う
な

清
学
と
幕
末
考
証
学
と
の
差
異
に
つ
い
て
は
頓
着
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
こ
の
点
が
不
明
瞭
な
ま
ま
に
放
置
さ
れ
、
現
代
の
歴
史
学

者
に
お
い
て
も
無
批
判
に
継
承
さ
れ
、
さ
ら
に
は
む
し
ろ
ま
っ
た
く
逆
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
宮
地
正
人
の
語
に
も
象
徴

的
で
あ
る
。

一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
四
月
、
修
史
局
設
置
と
と
も
に
薩
摩
出
身
の
漢
学
者
重
野
安
繹
（
一
八
二
七
～
一
九
一
〇
）
が
入
局

し
た
こ
と
に
よ
り
、
重
野
が
指
導
的
立
場
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
重
野
は
昌
平
校
に
学
び
、
幕
末
期
の
最
も
正
統
な
漢
学
教

育
を
受
け
た
だ
け
で
は
な
い
。
典
拠
と
実
証
を
な
に
よ
り
も
重
ん
じ
る
清
朝
考
証
学
派
の
学
問
を
深
く
学
び
、
旧
藩
時
代
に
は
、

藩
の
修
史
事
業
の
責
任
者
と
な
っ
て
い
た（

（1
（

。

　

こ
こ
で
宮
地
は
、
歴
史
学
の
枢
要
で
あ
る
「
典
拠
と
実
証
」
の
基
盤
は
「
清
学
」
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
逆
に
こ
こ
で
は
、「
幕

末
期
の
最
も
正
統
な
漢
学
教
育
」
は
こ
の
よ
う
な
近
代
的
学
問
方
法
と
は
無
関
係
の
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
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あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
事
実
認
識
は
、「
伝
統
的
」
日
本
儒
学
／
漢
学
と
「
近
代
」
歴
史
学
が
ま
っ
た
く
関
連
し
な
い
、

あ
る
い
は
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
近
代
的
」
学
問
発
展
の
阻
害
要
因
で
あ
っ
た
と
の
認
識
を
多
く
の
識
者
に
お
い
て
助
長
す
る
遠
因
と

な
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

（
ｃ
）　
「
典
拠
」
と
「
実
証
」
／
客
観
的
テ
ク
ス
ト
研
究
と
原
典
批
判

　

時
代
を
す
こ
し
溯
る
が
、
た
と
え
ば
第
二
章
で
と
り
あ
げ
る
中
井
履
軒
は
朱
子
学
を
奉
じ
る
（
と
さ
れ
る
）
懐
徳
堂
の
重
要
人
物

で
あ
る
が
、
彼
の
『
論
語
』
注
釈
は
、
朱
子
の
『
集
注
』
が
経
典
の
各
編
、
各
章
に
内
在
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
解
体
し
、「
経
書

全
体
を
束
ね
る
世
界
観
や
人
間
観
」
を
歪
曲
す
る
も
の
と
し
て
大
い
に
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
の
は
、
久
米
祐
子
の
研
究
に
も
示
さ

れ
て
い
る（

（1
（

。
久
米
の
研
究
は
履
軒
の
注
釈
の
重
要
な
特
徴
を
析
出
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
朱
子
批
判
の
先
鋭
さ
を
適
切
に
描
写
す

る
。

　

加
え
て
、
履
軒
は
さ
ら
に
、
経
本
文
も
忌
憚
な
く
批
判
、
ま
た
そ
れ
は
、
細
か
い
字
句
の
改
訂
と
い
っ
た
次
元
に
と
ど
ま
ら
な
い

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
リ
シ
ャ
ー
ル
・
シ
モ
ン
（
一
六
三
八
～
一
七
一
二
）
や
ジ
ャ
ン
・
ア
ス
ト
リ
ュ
ッ
ク
（
一
六
八
四
～
一
七
六

六
）
ら
に
よ
る
『
聖
書
』
の
著
者
の
複
数
性
の
摘
発
、
著
述
の
時
期
と
場
所
の
「
歴
史
性
」
の
析
出
努
力
と
「
真
書
」
の
確
定
へ
の

努
力
、
あ
る
い
は
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
カ
リ
ガ
ー
（
一
五
四
〇
～
一
六
〇
九
）
や
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
カ
ソ
ゥ
ボ
ン
（
一
五
五
九
～
一
六
一
四
）
ら

の
文
献
批
判
に
も
比
肩
し
得
る
原
典
の
批
判
的
考
察
を
試
み
る
営
み
で
あ
る
。
か
よ
う
な
原
典
批
判
の
、
十
八
世
紀
日
本
の
社
会
＝

政
治
的
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
の
世
界
史
的
位
置
づ
け
は
、
本
書
が
企
図
す
る
と
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

無
論
、
各
々
の
儒
者
は
各
々
個
別
の
経
験
の
絶
対
的
な
唯
一
性
の
保
持
者
で
あ
り
、
そ
れ
の
解
析
に
む
け
て
は
、
単
に
社
会
的
、

政
治
的
要
因
等
へ
の
還
元
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
の
形
成
要
因
の
有
機
的
勘
案
に
基
づ
く
被
投
的
投
企
の
様
相
の
現

象
学
的
分
析
が
必
要
と
な
ろ
う
。
逆
に
い
う
と
、
あ
る
属
性
の
儒
者
の
思
想
が
、
そ
の
儒
者
が
い
ち
お
う
帰
属
す
る
（
と
さ
れ
る
）
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社
会
層
を
無
限
定
に
代
表
し
、
そ
こ
か
ら
何
ら
か
の
集
団
的
特
性
（
法
則
性
）
を
見
い
だ
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、

個
々
の
儒
者
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
考
察
過
程
の
詳
析
と
そ
の
方
法
自
体
の
つ
ぶ
さ
な
客
観
的
考
察
を
怠
り
、
あ
く
ま
で
「
個
々
の
」

研
究
事
象
か
ら
つ
む
ぎ
出
す
と
い
う
作
業
を
経
る
こ
と
を
せ
ず
、
何
ら
か
の
即
製
の
理
論
を
ふ
り
か
ざ
し
て
大
上
段
な
議
論
に
終
始

す
る
こ
と
か
ら
は
、
そ
の
時
代
の
思
惟
様
式
の
粗
野
な
決
定
論
的
素
描
以
上
の
も
の
は
つ
く
り
え
な
い
の
は
論
を
俟
た
な
い
で
あ
ろ

う
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
常
に
抱
き
な
が
ら
、
本
書
で
は
、
①
概
ね
十
八
世
紀
～
十
九
世
紀
前
半
の
日
本
に
お
い
て
、
十
八
世
紀

末
頃
ま
で
に
西
欧
に
お
い
て
発
展
を
み
た
客
観
的
考
証
的
テ
ク
ス
ト
研
究
を
基
盤
と
す
る
厳
然
た
る
原
典
批
判
に
比
肩
し
得
る
学
問

が
存
在
し
た
こ
と
、
②
そ
れ
は
ま
た
、
従
来
型
の
「
注
釈
」（‘com

m
entary’ 

ま
た
は ‘exegesis’

、
あ
る
い
は ‘interpretive and 

com
m

entarial scholarship’

）
と
は
次
元
を
異
に
す
る
、
西
欧
文
献
研
究
発
展
史
の
泰
斗
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
グ
ラ
フ
ト
ン
（A

nthony 

Grafton

）
が
こ
と
に
強
調
す
る
よ
う
な
、
技
術
的
で
高
度
に
体
系
的
・
客
観
的
な
文
献
研
究
手
法
と
形
容
で
き
る
学
問
方
法（

（1
（

で
あ
っ

た
こ
と
、
③
そ
の
担
い
手
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
昌
平
校
教
授
」
や
諸
々
の
藩
校
の
重
鎮
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
呈
示
す
る
こ
と
を
目

指
す
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
実
践
し
て
い
た
学
問
方
法
は
、
大
久
保
利
謙
の
「
史
学
史
上
か
ら
み
る
場
合
に
は
も
っ
と
ひ
ろ
く
考
証
の

学
風
と
し
て
解
釈
す
る
」
べ
し
と
の
端
的
な
指
摘
に
象
徴
さ
れ
る
（
第
一
章
参
照
）
ご
と
く
の
、
い
わ
ゆ
る
「
儒
学
」
あ
る
い
は
「
漢

学
」
と
い
う
範
疇
を
超
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

大
久
保
は
、
江
戸
後
期
～
幕
末
儒
学
を
「
反
道
学
」、
あ
る
い
は
反
朱
子
学
的
〝
自
由
性
〟
を
保
持
し
た
、
官
学
的
道
学
を
嘲
笑

す
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
有
す
る
学
問
と
表
現
し
て
お
り（

（1
（

（
ま
た
、
第
一
章
参
照
）、
こ
れ
は
、
と
も
す
れ
ば
一
部
の
儒
学
研
究
者
か
ら
の

い
ら
ぬ
反
発
も
呼
ぼ
う
。
し
か
し
、
昨
今
と
く
に
西
欧
の
学
界
に
お
い
て
活
況
を
呈
す
る
学
問
方
法
発
展
史
ま
た
は
文
献
研
究
手
法

発
展
史
の
知
見
に
鑑
み
る
と
、
大
久
保
の
指
摘
は
江
戸
後
期
以
降
に
発
展
を
み
た
日
本
漢
学
の
極
め
て
重
要
な
意
義
を
見
い
だ
す

き
っ
か
け
と
も
な
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。



10

総論編
　

す
な
わ
ち
大
久
保
の
言
葉
に
は
、
幕
末
考
証
学
者
に
お
い
て
は
「
儒
学
的
世
界
観
」
に
規
定
さ
れ
た
学
問
態
度
と
は
異
質
の
、
た

と
え
ばBenjam

in A
. Elm

an

が
継
続
し
て
主
張
す
る ‘epistem

ological revolution’ 

と
の
語
を
も
っ
て
主
張
す
る
事
象（

（1
（

に
も
通

底
す
る
、
本
質
的
に
異
な
る
学
的
態
度
の
転
換
が
包
摂
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
は
ま
さ
に
、
全

体
を
つ
う
じ
て
、
か
よ
う
な
学
的
現
象
の
「
根
底
に
あ
る
も
の
」、
あ
る
い
は
す
な
わ
ち
、
聖
人
・
経
典
を
尊
崇
す
る
も
絶
対
視
せ

ず
、
経
典
の
な
か
の
「
真
な
る
も
の
」
の
確
定
に
む
け
た
文
献
研
究
の
過
程
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
を
ひ
と
し
く
「
考
察
対
象
」
と
し

て
相
対
的
地
位
に
定
位
し
去
る
こ
と
を
可
能
せ
し
め
た
「
知
的
基
盤
」
に
も
思
考
を
及
ば
せ
、
Ｐ
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
論
、

彼
の
『
芸
術
の
規
則
』
に
主
張
さ
れ
て
い
る
論
点
、
さ
ら
に
は
、
現
象
学
的
知
見
な
ど
も
適
宜
意
識
し
な
が
ら
こ
れ
ら
を
解
明
す
る

こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
本
書
は
、
こ
う
し
た
思
考
、
論
理
の
モ
デ
ル
に
史
実
、
史
料
を
「
あ
て
は
め
る
」
こ
と
を
も
っ
て
表
層
的
な
理
解
に
と
ど

ま
る
「
理
論
主
導
型
」
の
諸
研
究
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
第
二
～
七
章
の
個
別
研
究
を
も
っ
て
示
し
て
ゆ
く
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
理
由
の
一
部
は
本
論
に
て
も
略
述
し
た
。

（
ｄ
）　

な
に
を
も
っ
て
「
哲
学
」
と
す
る
か

　

考
証
を
旨
と
す
る
学
問
、
つ
ま
り
は
江
戸
後
期
～
幕
末
の
〝
市
井
の
〟
漢
学
者
か
ら
狩
野
、
内
藤
、
武
内
ら
に
継
承
さ
れ
た
学
問

は
、
と
も
す
れ
ば
純
粋
思
想
史
的
な
い
し
哲
学
的
営
み
（
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
暗
黙
の
う
ち
に
「
朱
子
学
的
」
営
み
と
同
一
視

さ
れ
る
）
よ
り
も
〝
劣
っ
た
〟
知
的
営
み
、
あ
る
い
は
ま
た
、
儒
学
の
哲
学
的
諸
相
の
探
究
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
、
そ
れ
を
覆
い

隠
し
て
し
ま
い
か
ね
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
、
往
々
に
し
て
日
本
思
想
史
分
野
の
研
究
者
に
よ
る
江
戸
儒
学
研
究
に
は
、
考

証
学
的
儒
学
に
た
い
し
て
ア
プ
リ
オ
リ
に

─
し
か
も
無
意
識
的
に

─
こ
う
い
っ
た
限
定
を
あ
て
は
め
て
考
え
て
い
る
節
が
あ
る

と
筆
者
は
考
え
る
。
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そ
し
て
こ
れ
は
、「
清
朝
考
証
学
」
に
対
す
る
従
来
の
誤
っ
た
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
偏
っ
た
理
解
を
匡
さ
ん
と
す
る
木
下
鉄

矢
の
問
題
提
起
を
想
い
出
さ
せ
る（

（1
（

。
木
下
は
、「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
か
ら
フ
ィ
ロ
ロ
ジ
ー
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
設
定
の
も
と
、
清
学

を
「
文
献
実
証
」
一
辺
倒
と
考
え
る
問
題
設
定（

（1
（

、
翻
っ
て
は
清
代
の
学
は
周
到
な
る
も
そ
の
考
拠
の
学
か
ら
は
経
世
の
志
が
喪
失
に

向
か
っ
た
と
す
る
説（

（1
（

な
ど
を
批
判
す
る
。
前
者
の
説
で
は
「
哲
学
」
か
ら
「
文
献
学
」
へ
の
「
連
続
」
と
「
断
絶
」
と
い
っ
た
静
態

的
な
二
項
対
立
の
図
式
に
問
題
を
単
純
化
・
矮
小
化
し
、
本
来
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
で
多
重
的
で
あ
る
時
々
代
々
の
思
考
活
動
を
単
純

な
図
式
に
還
元
す
る
危
険
を
伴
い
、
後
者
に
お
い
て
は
、
表
面
的
に
は
緻
密
な
だ
け
の
学
究
活
動
と
映
る
も
、
内
に
真
実
の
追
求
に

お
け
る
強
い
「
志
」、「
正
」
と
「
義
」
へ
の
強
靭
な
意
識
を
胚
胎
さ
せ
る
営
為
で
あ
る
こ
と
を
看
過
さ
せ
、
さ
ら
に
は
「
学
問
の
た

め
の
学
問
」
と
「
経
世
意
識
」、
あ
る
い
は
「
志
」
と
い
っ
た
も
の
を
相
反
す
る
要
素
と
誤
認
せ
し
め
る
危
険
を
孕
む
と
す
る（

（1
（

。

　

こ
れ
は
重
要
な
指
摘
で
、
道
理
を
声
高
に
賞
揚
す
る
〝
道
学
者
〟、
あ
る
い
は
経
世
論
者
の
営
み
と
、
粛
々
と
真
実
の
探
究
に
専

心
す
る
〝
考
証
学
者
〟
の
営
為
と
一
体
ど
ち
ら
が
〝
正
当
な
〟
学
究
活
動
か
、
あ
る
い
は
ど
ち
ら
が
「
道
義
に
か
な
っ
た
」
営
み
か

の
精
考
を
促
そ
う
。
中
井
履
軒
は
『
雕
題
畧
』
緒
言
に
て
「
唯
平
心
書
を
読
み
て
愛
憎
を
新
故
に
生
ぜ
ず
、
深
く
古
経
の
未
だ
瞭あ

き
らか

な
ら
ざ
る
を
慨な

げ

き
て
、
聖
人
の
心
後
世
に
伸
び
ざ
る
を
痛
み
、
憤
る
が
如
く
悶
ゆ
る
が
如
く
、
寝
を
忘
れ
食
を
忘
れ
、
毀
誉
得
喪
を

度
外
に
お
き
、
矻
矻
鑽
攻
し
て
老
の
将
に
至
ら
ん
と
す
る
を
知
ら
ず
、
然
る
後
始
め
て
与
に
経
を
論
ず
べ
き
の
み
」
と
主
張
す
る（

（2
（

が
、

こ
れ
に
表
徴
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
学
究
態
度
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、「
江
戸
後
期
」
の
「
考
証
学
」
へ
の
日
本
思
想
史
研
究
者
の
視
線
に
は
、
木
下
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
、
あ

る
い
は
履
軒
の
標
榜
す
る
と
こ
ろ
へ
の
十
分
な
配
慮
が
あ
る
よ
う
に
は
筆
者
に
は
思
え
な
い
。

　

江
戸
後
期
～
幕
末
の
漢
学
者
／
考
証
学
者
の
思
想
的
営
為
を
「
哲
学
」
と
認
知
し
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
底
流
に
あ
る
哲
学
を
看

取
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
こ
れ
ま
で
為
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う
が
、
一
つ
に
は
、
哲
学
を
専
門
領
域
と
し
な
い

多
く
の
研
究
者
に
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
、
あ
る
い
は
ま
た
、〝
表
立
っ
て
〟
哲
学
的
と
看
取
し
に
く
い
哲
学
、
た
と
え
ば
、
Ｅ
・
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フ
ッ
サ
ー
ル
、
Ｍ
・
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
な
ど
を
代
表
と
す
る
、
哲
学
的
営
為
を
行
な
う
主
体
自
体
、
ま
た
は
「
媒
体
」
と
し
て

の
そ
れ
を
構
成
す
る
諸
要
素
の
摘
出
と
そ
れ
ら
に
よ
る
媒
体
の
複
合
的
・
有
機
的
〝
産
出
の
さ
れ
か
た
〟
と
い
っ
た
も
の
を
考
察
す

る
知
的
行
為
が
、
す
く
な
く
と
も
「
日
本
思
想
史
」
の
分
野
で
は
「
哲
学
」
と
意
識
さ
れ
る
機
会
が
極
め
て
僅
少
で
あ
っ
た
の
も
理

由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

た
と
え
ば
儒
者
と
古
典
テ
ク
ス
ト
と
の
関
係
を
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
思
惟
図
式
に
即
し
て
い
う
と
、
儒
者
は
テ
ク
ス
ト
に
身

を
挺
し
つ
つ
テ
ク
ス
ト
を
開
示
し
て
ゆ
く
が
、
開
示
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
は
儒
者
の
知
的
作
業
と
の
連
動
性
に
お
い
て
そ
の
基
軸
を
転

位
さ
せ
る
。
テ
ク
ス
ト
の
開
示
可
能
性
は
無
限
定
で
あ
る
が
、
そ
の
開
示
の
さ
れ
よ
う
は
、
儒
者
の
思
惟
様
式
を
生
成
す
る
状
況
乃

至
構
造
と
連
動
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
の
は
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
経
験
論
や
、
彼
に
よ
る
主
体
の
認
識
対
象
と
記
憶
と
の
連
合

説
を
俟
た
ず
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
か
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
と
向
き
合
う
主
体
自
体
を
構
成
す
る
諸
要
素
自
体
に

も
意
識
を
向
け
、
そ
の
上
で
、‘Philosophies of philology’

、
す
な
わ
ち
緻
密
な
文
献
研
究
を
鋭
意
す
す
め
る
主
体

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
お
け
る
、

そ
れ
を
裏
支
え
す
る
思
惟
／
哲
学
に
注
意
を
む
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
っ
た
こ
と
に
留
意
し
た
儒
学
研
究
、
幕
末
考
証
学
研
究
は
い
ま
だ
あ
ま
り

類
を
み
な
い
と
い
え
よ
う
。
本
書
を
通
じ
て
も
こ
の
点
は
格
別
に
意
識
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
上
述
の
主
体
乃
至
媒
体

を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
は
、
十
八
世
紀
日
本
に
お
い
て
は
、
前
節
に
て
言
及
し
た
社
会
＝
経
済
的
与
件
と
の
密
着
度
が
高
い
〝
市

井
の
人
〟
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。＊　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

右
に
あ
げ
た
狩
野
、
内
藤
、
久
米
、
重
野
、
さ
ら
に
は
そ
の
次
の
世
代
の
漢
学
を
担
っ
た
武
内
義
雄
（
一
八
八
六
～
一
九
六
六
）
ら

に
引
き
継
が
れ
た
漢
学
は
、
学
問
方
法
面
で
は
前
述
の
井
上
金
峨
、
中
井
履
軒
、
吉
田
篁
墩
、
山
本
北
山
ら
に
は
じ
ま
り
、
大
田
錦

城
、
松
崎
慊
堂
、
狩
谷
棭
斎
ら
に
お
い
て
大
い
な
る
発
展
を
み
た
考
証
学
、
さ
ら
に
は
東
條
一
堂
、
海
保
漁
村
、
安
井
息
軒
ら
の
学

問
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
の
方
面
の
学
問
は
、
十
八
世
紀
初
頭
～
前
半
期
の
儒
者
に
よ
る
経
学
研
究
、
と
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り
わ
け
山
井
鼎
（
一
六
九
〇
～
一
七
二
八
）、
根
本
武
夷
（
一
六
九
九
～
一
七
六
四
）、
太
宰
春
臺
（
一
六
八
〇
～
一
七
四
七
）、
そ
し
て
京
坂

の
伊
藤
東
涯
（
一
六
七
〇
～
一
七
三
六
）・
蘭
嵎
（
一
六
九
四
～
一
七
七
八
）
兄
弟
、
さ
き
の
中
井
履
軒
ら
に
顕
著
な
緻
密
な
文
献
学
的
、

書
誌
学
的
学
問
方
法
を
批
判
的
に
摂
取
し
、
さ
ら
に
は
、
古
代
言
語
へ
の
意
識
と
い
う
側
面
で
は
荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）、

春
臺
、
東
涯
ら
の
学
問
に
淵
源
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
伊
藤
仁
斎
、
徂
徠
あ
た
り
に
は
顕
著
で
あ
っ
た
「
宋
学
を
の
り
こ
え
る
」
こ
と
へ
の
気
概
、
そ
れ
と
の
「
格
闘
」
と
い
っ

た
姿
勢
が
、
東
涯
、
履
軒
、
あ
る
い
は
篁
墩
、
錦
城
と
い
っ
た
儒
者
に
お
い
て
は
後
景
に
し
り
ぞ
き
、
特
定
の
時
代
、
一
家
の
学
へ

の
格
別
な
る
評
価
、
過
剰
な
批
判
と
い
っ
た
姿
勢
が
消
え
、
孟
・
荀
、
漢
代
諸
家
の
学
か
ら
宋
学
、
徂
徠
の
学
問
ま
で
、
諸
家
の
説

の
得
失
を
斟
酌
し
、
各
々
を
相
対
化
し
な
が
ら
一
連
の
儒
学
発
展
の
系
譜
と
し
て
捉
え
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る（

（2
（

。
彼
ら
は
、
十
八
世
紀

前
半
以
来
の
経
学
手
法
を
飛
躍
的
に
進
展
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
〝
客
観
的
〟
学
問
方
法
を
軸
に
、
儒
学
的
世
界
観
か
ら
の
「
解
放
」

を
目
指
し
た
学
究
活
動
に
邁
進
し
た
の
だ
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
そ
れ
は
、
近
代
学
問
の
基
本
で
あ
る
客
観
性
と
高
い
実
証
性
、
そ

れ
を
も
っ
て
既
成
思
想
の
束
縛
を
の
り
こ
え
、
聖
賢
の
道
や
諸
子
の
説
を
も
客
観
的
観
察
対
象
と
す
る
気
風
を
用
意
し
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

そ
し
て
こ
の
、「
事
実
」「
史
実
」
を
「
客
観
的
」「
批
判
的
」
に
析
出
し
、
特
定
の
教
義
に
規
定
さ
れ
た
論
述
を
「
妄
論
」
と
す
る

旺
盛
な
批
判
精
神
に
基
づ
く
知
的
作
業
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
『
歴
史
』
の
伝
統
を
継
承
し
た
ビ
ザ
ン
ツ
の
歴
史
家
た
ち
と
そ
の
末
裔
の

よ
う
な
「
例
外
」
は
さ
て
お
き
、
す
く
な
く
と
も
十
八
世
紀
世
界
と
い
う
時
空
に
お
い
て
は
、
世
界
史
上
極
め
て
「
稀
有
」
な
も
の

で
あ
る
。

　

無
論
、
西
欧
に
お
け
る
原
典
批
判
の
歴
史
は
長
い
。
か
の
地
に
お
け
る
文
献
研
究
に
つ
い
て
は
本
書
で
適
宜
言
及
し
、
ま
た
、
そ

の
発
展
系
譜
の
全
体
像
に
関
し
て
は
別
稿（

（2
（

に
て
俯
瞰
す
る
が
、
概
ね
ル
ネ
サ
ン
ス
後
期
の
ア
ン
ジ
ェ
ロ
・
ポ
リ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
ら
に
代

表
さ
れ
る
初
期
キ
リ
ス
ト
教
テ
ク
ス
ト
の
原
典
研
究
に
お
け
る
体
系
化
に
端
を
発
し
、
十
六
世
紀
後
半
～
十
七
世
紀
初
頭
に
活
躍
し

た
前
出
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ス
カ
リ
ガ
ー
、
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
カ
ソ
ゥ
ボ
ン
ら
の
原
典
批
判
は
こ
の
時
代
の
到
達
点
を
示
す
。
さ
ら
に
は
法



14

総論編

学
・
医
学
の
発
展
と
そ
の
文
献
学
的
、
臨
床
的
、
解
剖
的
研
究
手
法
の
人
文
研
究
へ
の
流
入
は
、
西
欧
に
お
け
る
客
観
的
文
献
研
究

を
飛
躍
的
に
進
展
さ
せ
た
。
そ
れ
で
も
、
か
の
地
に
お
い
て
は
長
期
に
わ
た
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
的
歴
史
哲
学
の
支
配
が
続
き
、
そ
れ

と
の
長
く
血
腥
い
抗
争
の
末
に
、
近
代
の
歴
史
哲
学
が
本
格
的
に
市
民
権
を
得
る
に
至
っ
た
の
は
、
よ
う
や
く
十
八
世
紀
の
末
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

西
欧
に
お
け
る
か
よ
う
な
文
献
研
究
の
発
展
の
ど
の
段
階
が
十
八
世
紀
日
本
の
そ
れ
と
比
肩
し
得
る
か
、
あ
る
い
は
ど
の
程
度
の

客
観
的
分
析
の
「
広
が
り
」
を
も
っ
て
、
そ
れ
が
定
型
化
さ
れ
た
学
問
的
事
象
と
認
知
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
断
定
の
難
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
こ
れ
と
の
比
較
は
、
日
本
儒
学
の
重
要
な
側
面
を
学
問
の
世
界
史
的
比
較
研
究
の
俎
板
に
の
せ
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
る（

（2
（

。

　
Ｊ
─

Ｂ
・
ヴ
ィ
ー
コ
『
新
し
い
学
』、
Ｆ
・
Ａ
・
ヴ
ォ
ル
フ
、
Ｇ
・
ヘ
ル
マ
ン
、
Ａ
・
ベ
ェ
ク
、
Ｆ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ

ハ
ー
ら
の
「
ド
イ
ツ
・
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
」、
そ
し
て
、
と
り
わ
け
ベ
ェ
ク
の
『
文
献
学
的
な
諸
学
問
の
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ー
な
ら

び
に
方
法
論
』
は
そ
の
到
達
点
を
示
す
が
、
こ
れ
の
刊
行
は
十
九
世
紀
後
半
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
日
本
で
は
、
十
七
世
紀
後
半
期

よ
り
文
献
研
究
が
盛
ん
と
な
り
、
江
戸
中
期
を
む
か
え
る
ま
で
に
既
に
高
度
な
水
準
の
文
献
研
究
が
存
在
し
て
い
た
。
さ
ら
に
は
、

文
献
批
判
の
水
準
、
体
系
性
と
客
観
性
の
み
な
ら
ず
、
原
典
批
判
の
伝
統
、
所
謂 ‘Canon’ 

と
さ
れ
る
文
典
を
純
粋
に
「
考
察
対

象
」
と
し
て
客
観
視
す
る
姿
勢
も
そ
の
大
い
な
る
特
徴
で
あ
っ
た
。〝
親
験
実
試
主
義
〟
と
も
形
容
さ
れ
る
（
内
藤
湖
南
）
こ
の
学
的

伝
統
こ
そ
が
、
十
八
世
紀
以
来
つ
づ
く
日
本
儒
学
の
重
要
な
特
質
で
あ
り
、
こ
れ
す
な
わ
ち
実
証
主
義
を
も
っ
て
基
本
的
条
件
と
な

す
近
代
科
学
研
究
と
等
質
の
学
問
姿
勢
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
1
）	

ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
。
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（
2
）	

吉
田
『
清
朝
考
証
学
の
群
像
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
六
年
）。
引
用
箇
所
は
「
導
論
」
よ
り
。

（
3
）	

こ
の
方
面
で
の
業
績
は
秀
逸
な
も
の
に
限
っ
て
も
枚
挙
に
遑
が
な
い
が
、
近
著
で
は
た
と
え
ば
土
田
健
次
郎
『
江
戸
の
朱
子
学
』（
筑
摩

書
房
、
二
〇
一
四
年
）、
澤
井
啓
一
『
山
崎
闇
斎
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。

（
4
）	
無
論
、
た
と
え
ば
乾
嘉
期
の
江
南
の
蔵
書
家
な
ど
も
清
学
の
重
要
な
担
い
手
の
一
群
で
あ
り
、
彼
ら
の
多
く
は
必
ず
し
も
「
士
大
夫
層
」

に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
彼
ら
の
学
問
関
心
も
、
江
戸
中
期
か
ら
幕
末
日
本
の
儒
者
と
は
か
な
り
異
な
る
の
は
、
本
書
で
も
適
宜

論
じ
て
ゆ
く
。

（
5
）	

と
り
わ
け
こ
の
分
野
の
学
問
を
長
く
担
い
続
け
て
い
た
中
井
信
彦
、
そ
し
て
小
室
正
紀
の
業
績
は
こ
の
点
へ
の
注
意
を
喚
起
す
る
。
と
く

に
、
古
く
は
中
井
『
幕
藩
社
会
と
商
品
流
通
』（
塙
書
房
、
一
九
六
一
年
）、
最
近
で
は
小
室
「
幕
藩
制
転
換
期
の
経
済
思
想
」
初
回
会
合
報

告
（
二
〇
一
四
年
十
月
十
一
日
、
於
：
慶
應
義
塾
大
学
）。
前
者
は
経
済
思
想
と
い
う
よ
り
経
済
史
的
な
業
績
で
あ
る
が
、
底
流
に
お
け
る

「
思
想
」
へ
の
意
識
が
大
い
に
看
取
で
き
る
研
究
で
あ
り
、
そ
の
時
代
区
分
の
図
式
も
含
め
、
今
な
お
示
唆
に
富
む
書
で
あ
る
。
後
者
は

「
報
告
」
で
あ
る
が
、
氏
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
主
旨
が
凝
縮
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
川
口
浩
の
「
江
戸
時
代
の
「
経
済
思
想
空
間
」」

（『
政
治
経
済
学
雑
誌
』〈
早
稲
田
大
学
〉
第
三
四
五
号
、
二
〇
〇
一
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
、
氏
に
よ
る
諸
論
考
も
示
唆
に
富
む
。
同
氏
の

研
究
報
告
「
近
世
日
本
経
済
思
想
と
近
代
日
本
経
済
思
想
に
お
け
る
連
続
と
非
連
続
」（
国
際
研
究
集
会
「
日
本
の
経
済
思
想
」〈
二
〇
一
三

年
三
月
六
日
～
七
日
、
於
：
国
士
舘
大
学
〉）
も
有
用
で
あ
る
。

（
6
）	

速
水
融
、
宮
本
又
郎
（
編
）『
日
本
経
済
史
1　

経
済
社
会
の
成
立
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）、
第
一
、
四
、
五
章
。
と
く
に
第
五

章
の
第
四
節
は
転
換
期
と
し
て
の
十
八
世
紀
の
経
済
を
論
じ
る
。

（
7
）	

小
室
正
紀
『
草
莽
の
経
済
思
想
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
九
年
）、
と
く
に
第
四
章
。

（
8
）	

武
内
『
論
語
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
）。
の
ち
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
一
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）
所
収
、
四
二
～

四
四
頁
。

（
9
）	

加
藤
『
眞
古
文
尚
書
集
釋
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
四
年
）、
序
論
。

（
10
）	

武
内
、
前
掲
注（
8
）『
論
語
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
「
解
説
」。
引
用
の
文
は
武
内
『
武
内
義
雄
全
集
』
第
一
巻
五
〇
一
頁
。

（
11
）	

宮
地
「
史
料
編
纂
所
の
歴
史
と
そ
の
課
題
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
〈
編
〉『
歴
史
学
と
史
料
研
究
』〈
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
〉、

一
六
三
～
六
四
頁
）。
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総論編

（
12
）	

久
米
「
中
井
履
軒
の
『
論
語
』
注
釈
方
法
に
関
す
る
一
考
察

─
『
論
語
逢
原
』「
学
而
編
」
を
中
心
に
」（『
中
国
学
の
十
字
路
』〈
加
地

伸
行
博
士
古
稀
記
念
論
集
〉、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
13
）	

グ
ラ
フ
ト
ン
の
研
究
、
さ
ら
に
は
そ
れ
以
外
の
西
欧
文
献
研
究
発
展
史
に
つ
い
て
は
、
本
書
と
ほ
ぼ
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
拙
論
「
西
欧
・

中
国
に
お
け
る
文
献
研
究
の
発
展

─
十
八
世
紀
日
本
の
比
較
対
象
と
し
て
」（
川
口
浩
〈
編
著
〉『
日
本
の
経
済
思
想

─
時
間
と
空
間
の

中
で
』〈
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
六
年
三
月
〉
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
書
へ
の
掲
載
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
江
戸
後
期
日
本
の
文
献
研

究
と
の
比
較
考
察
が
一
書
の
な
か
に
お
い
て
可
能
で
あ
っ
た
が
、
刊
行
年
月
が
重
な
っ
た
た
め
そ
れ
は
見
送
っ
た
。

（
14
）	

大
久
保
『
日
本
近
代
史
学
の
成
立
』（
著
作
集
第
七
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）。

（
15
）	

Ｂ
・
Ａ
・
エ
ル
マ
ン
は
、From

 Philosophy to Philology: Intellectual and Social A
spects of Change in Late Im

perial 
China, H

arvard U
niversity Press, 1984 

の
刊
行
以
来
一
貫
し
て
こ
の
主
張
を
継
続
、‘T

he search for evidence from
 China’, 

Joshua V
ogel (ed.), Sagacious M

onks and Blood-thirsty W
arriors, EastBridge, 2002, ‘Early m

odern or late im
perial?:  

T
he crisis of classical philology in eighteenth-century China’, Sheldon Pollock, Elm

an, et.al (eds.), W
orld Philology, 

H
arvard U

niversity Press, 2015 
等
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
しElm

an

は
、
明
代
ま
で
の
学
問
と
清
代
の
考
証
学
と
の
間
の

学
問
特
性
の
違
い
を
殊
更
強
調
し
、
そ
れ
が
本
文
に
も
引
用
し
た ‘epistem

ological revolution’

（Elm
an, 

前
掲 ‘Early m

odern or 
late im

perial?’

）
と
の
表
現
に
も
顕
れ
て
い
よ
う
が
、
す
で
に
小
島
毅
、
伊
東
貴
之
ら
に
よ
る
、
宋
代
に
お
け
る
経
学
の
発
展
が
清
代
考

証
学
の
基
礎
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
（
本
書
第
一
章
に
て
と
り
あ
げ
る
）、
筆
者
も
、
た
と
え
ば
『
尚
書
』
研
究
で
は
朱
熹
と
ほ
ぼ
同
世

代
の
呉
棫
（
生
没
年
不
詳
、
一
一
二
四
年
の
進
士
）、
同
・
呂
祖
謙
（
一
一
三
七
～
八
一
）、
同
・
陳
大
猷
（
東
陽
の
人
、
生
没
年
未
詳
。

『
宋
代
尚
書
学
案
』
に
あ
る
東
斎
陳
氏
と
は
別
人
）、
さ
ら
に
は
宋
末
～
元
初
・
王
柏
（
魯
齋
、
一
一
九
七
～
一
二
七
四
）、
同
・
呉
澄
（
草

廬
、
一
二
四
九
～
一
三
三
一
）、
明
・
梅
鷟
ら
に
お
け
る
「
段
階
的
」
な
研
究
の
発
展
が
あ
り
、
そ
の
上
に
清
初
の
朱
彝
尊
（
一
六
二
九
～

一
七
〇
九
）、
そ
し
て
閻
若
璩
（
一
六
三
六
～
一
七
〇
四
）、
王
鳴
盛
（
一
七
二
〇
～
九
七
）
ら
に
よ
る
研
究
の
「
大
成
」
が
な
っ
た
と
す
る

立
場
で
あ
る
。

（
16
）	

木
下
『「
清
朝
考
証
学
」
と
そ
の
時
代

─
清
代
の
思
想
』（
中
国
学
芸
叢
書
、
創
文
社
、
一
九
九
六
年
）、「
は
じ
め
に
」、
と
く
に
七
～

一
〇
頁
。

（
17
）	

こ
れ
は
明
ら
か
に
エ
ル
マ
ン
、
前
掲
注（
15
）From

 Philosophy to Philology (1984) 

を
批
判
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
二
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序　論　本書の中心的課題、ならびにその射程

〇
一
四
年
十
二
月
刊
行
の
日
本
語
版
（
馬
淵
昌
也
ほ
か
訳
『
哲
学
か
ら
文
献
学
へ

─
後
期
帝
政
中
国
に
お
け
る
社
会
と
知
の
変
動
』
知
泉

書
院
）
の
序
文
に
て
エ
ル
マ
ン
は
、
木
下
の
批
判
な
ど
に
多
少
の
誤
解
が
あ
る
と
し
、
反
駁
を
試
み
て
い
る
。

（
18
）	

井
上
進
「
漢
学
の
成
立
」（『
東
方
学
報
』
第
六
一
冊
〈
一
九
八
九
年
〉。
の
ち
井
上
『
明
清
学
術
変
遷
史

─
出
版
と
伝
統
学
術
の
臨
界

点
』〈
平
凡
社
、
二
〇
一
一
年
〉
所
収
）。

（
19
）	
木
下
、
前
掲
注（
16
）『「
清
朝
考
証
学
」
と
そ
の
時
代

─
清
代
の
思
想
』、
一
〇
頁
。

（
20
）	

『
七
經
雕
題
畧
』
に
つ
い
て
は
、
懐
徳
堂
文
庫
蔵
の
履
軒
手
稿
本
を
、
旧
一
高
文
庫
（
現
東
京
大
学
附
属
駒
場
図
書
館
）
蔵
本
と
校
合
の

上
利
用
。
武
内
義
雄
「
懐
徳
堂
と
大
坂
の
儒
学
」（『
武
内
義
雄
全
集
』
第
十
巻
〈
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
〉）、
三
五
四
頁
に
も
引
用
。

（
21
）	

た
と
え
ば
大
田
錦
城
「
古
言
辨
」（『
春
草
堂
集
』
巻
四
所
収
）。

（
22
）	

こ
の
文
言
は
岩
波
日
本
思
想
大
系
『
富
永
仲
基
・
山
片
蟠
桃
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
所
収
の
水
田
元
久
に
よ
る
「
解
説
」
の
も

の
（
六
四
七
頁
）。
ま
た
、
源
了
圓
『
徳
川
合
理
思
想
の
系
譜
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
二
年
）
も
江
戸
中
期
以
降
に
お
け
る
同
様
の
学
的

風
潮
の
高
ま
り
を
描
く
。

（
23
）	

西
欧
文
献
研
究
の
発
展
系
譜
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注（
13
）、
拙
稿
「
西
欧
・
中
国
に
お
け
る
文
献
研
究
の
発
展

─
十
八
世
紀
日
本
の
比

較
対
象
と
し
て
」
に
て
俯
瞰
を
試
み
た
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
24
）	

筆
者
は
、
江
戸
後
期
～
幕
末
の
日
本
儒
者
の
文
献
研
究
・
原
典
批
判
の
実
相
を
、
中
国
の
同
時
代
の
儒
者
、
の
み
な
ら
ず
西
洋
の
フ
ィ
ロ

ロ
ギ
ー
（
と
り
わ
け
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
古
典
文
言
文
研
究
）
と
比
較
検
討
す
る
研
究
を
、
二
〇
一
三
年
度
よ
り
開
始
の

科
学
研
究
費
補
助
金
事
業
を
も
っ
て
遂
行
中
で
あ
る
が
、
と
く
に
二
〇
一
五
年
度
よ
り
、Benjam

in A
. Elm

an

（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教

授
）
の
ご
協
力
を
も
っ
て
、
こ
れ
を
西
洋
文
献
学
の
専
門
研
究
者
で
あ
るA

nthony Grafton

同
大
教
授
、M

ichael W
itzel

ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
教
授
、Sheldon Pollock

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
、M

ichael Lackner

同
大
教
授
ら
と
の
共
同
研
究
を
開
始
し
た
。
十
八
世
紀
日

本
の
文
献
研
究
を
世
界
の
文
献
学
の
発
展
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
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あ と が き

あ
と
が
き

　

本
書
の
構
想
は
お
お
よ
そ
筆
者
の
前
著
の
上
梓
と
相
前
後
す
る
頃
、
す
な
わ
ち
二
〇
〇
八
年
の
後
半
ぐ
ら
い
よ
り
は
じ
め

ら
れ
た
。
拙
著
の
「
結
論
」
の
最
終
節
に
て
記
し
た
と
お
り
、
と
り
わ
け
、
江
戸
後
期
〜
幕
末
期
に
発
展
を
み
た
実
証
主
義

的
、
経
験
的
学
問
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
そ
れ
が
い
か
に
儒
学
、
漢
学
以
外
の

0

0

0

多
く
の
近
代
学
問
の

「
礎
」
と
な
っ
て
い
た
か
と
い
っ
た
点
の
解
明
が
次
な
る
研
究
課
題
で
あ
る
と
、
筆
者
の
な
か
で
強
く
認
識
さ
れ
て
き
て
い

た
。

　

研
究
を
は
じ
め
た
当
初
は
、
何
人
か
の
儒
者
に
つ
い
て
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
思
想
史
学
的
研
究
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で

十
分
な
成
果
が
だ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
た
。
だ
が
、
研
究
が
進
展
す
る
に
つ
れ
、
分
析
視
角
、
利
用
史
料
の
双

方
に
お
い
て
再
考
の
必
要
性
に
強
く
せ
ま
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
「
日
本
」
儒
者
に
と
っ
て
時
間
、
場
所
双
方
の
意
味
で
「
外
国
語
」
で
あ
る
中
国
古
典
テ
ク
ス
ト
の
研
究
に
は
、
必
然
と

し
て
精
緻
な
言
語
／
原
語
研
究
が
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
が
あ
る
。
訓
点
（
語
）
研
究
や
書
物
学

は
活
況
を
呈
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
言
語
へ
の
接
近
な
ど
が
特
定
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
一

方
で
、
実
際
に
正
面
か
ら
当
時
の
儒
者
の
言
語
研
究
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
具
体
的
で
詳
細
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み

た
研
究
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

　

ま
た
、
特
定
の
儒
者
の
テ
ク
ス
ト
研
究
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
の
知
的
性
質
を
決
定
す
る
素
地
と
で
も
い
う
べ
き
、
も
う
少

し
広
い
「
知
識
層
」
に
お
け
る
知
的
鍛
錬
、
そ
し
て
知
的
〝
気
候
〟
と
い
っ
た
も
の
の
実
相
の
考
察
も
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
る
に
至
っ
た
。
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こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
を
考
え
た
結
果
、（
ａ
）多
様
な
文
書
史
料
の
活
用
と
、（
ｂ
）分
析
手
法
の
拡
幅
が
目
指
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
刊
本
、
写
本
、
あ
る
い
は
手
稿
史
料
も
含
め
た
「
書
物
」
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
思
想
史
学
的
考
察
の
ほ
か
、

た
と
え
ば
本
書
第
五
章
に
て
用
い
た
『
読
書
準
縄
』
の
よ
う
な
学
習
の
「
や
り
方
」
を
語
る
口
述
史
料
を
用
い
、
そ
れ
を
後

代
の
学
徒
が
語
る
と
こ
ろ
の
教
育
経
験
と
突
き
合
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
フ
リ
ッ
ツ
・
リ
ン
カ
ー
や
ロ

ジ
ェ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
ら
教
育
思
想
史
家
の
観
点
／
論
点
を
も
っ
て
新
た
な
視
点
か
ら
再
解
釈
す
る
こ
と
な
ど
が
試
み
ら
れ
た
。

　
「
学
際
的
」
と
い
う
と
浅
薄
で
時
代
遅
れ
に
響
く
だ
ろ
う
が
、
複
数
の
学
問
分
野
に
お
い
て
各
々
に
醸
成
さ
れ
て
き
た
固

有
の
分
析
視
角
・
方
法
を
適
切
に
接
合
／
交
錯
さ
せ
る
試
み
は
、
と
く
に
本
書
が
主
題
と
す
る
こ
と
の
解
明
に
は
極
め
て
有

効
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
は
、（
ｃ
）江
戸
後
期
儒
者
の
研
究
の
「
特
質
」
を
客
観
化
す
る
た
め
の
比
較
検
討
の
必
要
性
も
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
中
国
、
西
欧
に
お
け
る
文
献
研
究
（
ま
た
は
「
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
」）
を
常
に
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
比

較
思
想
史
的
視
野
の
な
か
に
日
本
儒
者
の
「
古
代
テ
ク
ス
ト
と
の
向
き
あ
い
方
」
を
客
観
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
目
指
さ

れ
る
に
至
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
書
く
と
、
一
部
の
研
究
者
に
お
い
て
は
た
と
え
ば
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
『
王
の
奇
跡
』
に
呈
出
さ
れ
る
歴
史

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
手
法
な
ど
が
想
起
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
無
論
、
本
書
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
主
要
諸
著
作
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
壮
大
な
構
想
力
や
総
合
性
、
包
括
性
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
そ
れ
を
下
敷
き
に
構
想
さ
れ
た
わ
け
で
も

な
い
。
ま
た
逆
に
、
本
書
は
、
ア
ナ
ー
ル
の
と
く
に
初
期
の
諸
研
究
の
多
く
に
顕
著
な
決
定
論
的
性
向
と
は
相
容
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
こ
の
学
派
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
幾
つ
か
の
研
究
は
、
筆
者
が
い
つ
も
ど
こ
か
で
意
識
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
中
国
、
西
欧
に
お
け
る
文
献
研
究
と
の
比
較
思
想
史
的
考
察
な
ど
、
筆
者
一
人
の
力
で
は
到
底
で
き
ま
い
と
も
考
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え
な
が
ら
、
淡
々
と
十
八
〜
十
九
世
紀
の
日
本
儒
者
の
文
献
研
究
の
や
り
方
に
つ
い
て
考
察
を
す
す
め
、
適
宜
論
文
と
し
て

発
表
を
つ
づ
け
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
過
程
で
ま
ず
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
会
（
笠
谷
和
比
古
教
授

〈
当
時
〉
の
研
究
班
）
に
て
、
同
セ
ン
タ
ー
教
授
で
中
国
近
世
思
想
史
が
ご
専
門
の
伊
東
貴
之
氏
と
の
出
会
い
が
叶
い
、
つ
づ

い
て
ま
た
別
の
研
究
会
に
て
英
語
学
史
、
言
語
研
究
発
展
史
が
ご
専
門
で
、
ド
イ
ツ
・
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
に
も
造
詣
が
深
い
江

藤
裕
之
氏
（
東
北
大
学
教
授
）
と
も
出
会
う
こ
と
と
相
成
っ
た
。

　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
（
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
コ
レ
ッ
ジ
副
学
寮
長
）
の
ピ
ー
タ
ー
・
Ｆ
・
コ
ー
ニ
ツ
キ
ー
教
授
は
長
ら
く
日
本
中

世
・
近
世
の
儒
学
・
医
学
の
文
献
研
究
、
と
く
に
そ
の
書
誌
学
的
研
究
に
従
事
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
二
〇
一
二
年
に
筆
者

の
本
務
校
に
て
ご
講
義
い
た
だ
い
た
頃
よ
り
本
格
的
な
学
術
的
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
大
変
に
幸
運
な
出
会
い
に
恵
ま
れ
た
と
同
時
に
、
二
〇
一
三
年
四
月
に
は
科
学
研
究
費
補
助
金
事
業
「
考
証

学
・
言
語
の
学
、
そ
し
て
近
代
的
知
性

─
近
代
的
学
問
の
「
基
体
」
と
し
て
の
漢
学
の
学
問
方
法
」（
課
題
番
号
二
五
三
七

〇
〇
九
三
）
が
採
択
さ
れ
、
右
に
触
れ
た
三
名
に
加
え
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
コ
ル
カ
ッ
ト
教
授
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
名
誉
教
授
）、

史
学
史
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
比
較
研
究
が
ご
専
門
の
佐
藤
正
幸
教
授
、
清
代
考
証
学
が
専
門
の
尾
崎
順
一
郎
氏
、
日
本
思
想
史

の
大
川
真
氏
、
相
原
耕
作
氏
、
日
本
史
の
宮
田
純
氏
ら
の
ご
協
力
も
得
て
、
共
同
研
究
を
発
足
さ
せ
た
。

　

二
〇
一
四
年
か
ら
は
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
お
け
る
研
究
活
動
の
機
会
も
い
た
だ
き
、
東
大
所
蔵
の
膨
大
な
貴
重

史
料
群
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
。
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
東
文
研
の
真
鍋
祐
子

教
授
、
大
木
康
前
所
長
に
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　

清
代
学
問
研
究
の
泰
斗
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ａ
・
エ
ル
マ
ン
教
授
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
）
と
の
学
術
交
流
は
同
教
授
が
二
〇

一
四
年
度
に
東
文
研
客
員
教
授
を
つ
と
め
ら
れ
て
い
た
時
期
よ
り
始
ま
っ
た
。
以
来
、
氏
と
は ‘Princeton-T

okyo 

International Philology W
orkshop’ 

と
銘
打
っ
た
文
献
研
究
の
本
格
的
国
際
研
究
計
画
を
立
ち
上
げ
、
来
年
（
二
〇
一
七
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年
）
三
月
に
は
そ
の
第
一
回
研
究
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
エ
ル
マ
ン
教
授
の
文
献
研
究
の
比
較
文
明

史
的
考
察
の
研
究
仲
間
で
も
あ
る
Ａ
・
グ
ラ
フ
ト
ン
教
授
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
）、
Ｓ
・
ポ
ロ
ッ
ク
教
授
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
）、

Ｈ
・
フ
ォ
ン
＝
ス
タ
ー
デ
ン
教
授
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
高
等
研
究
院
）、
Ｍ
・
ウ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル
教
授
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）
ら
と
の

学
術
交
流
の
道
が
開
か
れ
つ
つ
あ
り
、
ポ
ロ
ッ
ク
教
授
主
導
の
も
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
を
中
核
に
計
画
さ
れ
て
い
る 

‘Program
 in W

orld Philology’ 

と
の
研
究
連
携
も
現
在
計
画
中
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
計
画
は
、
本
書
を
起
点
に
、
日
・
中
・
欧
の
文
献
研
究
、
原
典
批
判
の
方
法
の
微
細
の
比
較
検
討
に
ま
で

刺
さ
り
込
ん
だ
研
究
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
国
際
的
な
学
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
し
て
構
築
さ
れ
つ
つ

あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
中
心
的
課
題
の
一
部
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
（European A

ssociation for Japanese Studies

）
に
採
択

さ
れ
、
二
〇
一
四
年
度
大
会
（
八
月
、
於
：
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
・
リ
ュ
ブ
リ
ア
ー
ナ
大
学
）
に
報
告
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
そ
の
折

に
は
コ
ー
ニ
ツ
キ
ー
教
授
、
Ｗ
・
Ｊ
・
ボ
ー
ト 

ラ
イ
デ
ン
大
学
名
誉
教
授
ら
に
多
岐
に
わ
た
り
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ

い
た
。

　

本
書
各
論
編
Ⅰ
の
第
二
、
三
、
四
章
は
各
々
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
第
一
六
七
冊
（
二

〇
一
五
年
三
月
）、『
東
洋
文
化
』（
無
窮
会
東
洋
文
化
研
究
所
）
復
刊
第
一
〇
〇
号
（
二
〇
〇
八
年
）、
同
復
刊
第
一
〇
九
号
（
二
〇

一
二
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
基
盤
と
す
る
。
一
方
、
第
一
、
五
、
六
章
は
複
数
の
学
問
分
野
の
分
析
視
角
・
方
法
を
接

合
さ
せ
る
学
際
的
研
究
も
積
極
的
に
採
用
す
る
学
術
誌
、
ま
た
は
成
果
論
集
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
単
行
本
と
し
て
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
右
に
述
べ
た
ご
と
く
の
国
内
外
の
各
分
野
の
専
門
研
究
者
と
の

学
術
交
流
、
共
同
研
究
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を
適
宜
織
り
込
み
な
が
ら
、
新
た
な
全
体
構
想
を
も
っ
て
練

り
上
げ
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
〈
総
論
編
〉
の
第
一
章
は
國
立
臺
灣
大
學
日
本
學
研
究
叢
書
二
十
一
『
思
想
史
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か
ら
東
ア
ジ
ア
を
語
る
』
掲
載
の
論
考
で
あ
り
（
二
〇
一
四
年
七
月
入
稿
、
諸
事
情
に
よ
り
実
際
の
刊
行
は
二
〇
一
六
年
二
月
）、

こ
の
原
形
と
な
っ
た
も
の
は
『
ア
ジ
ア
・
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』（
国
士
舘
大
学
〈
第
八
号
、
二
○
一
三
年
三
月
〉）
収
録
の

論
考
で
あ
る
が
、
本
書
へ
の
収
録
ま
で
に
は
さ
ら
に
、
清
代
学
問
を
専
門
と
す
る
前
掲
の
伊
東
氏
、
尾
崎
氏
、
Ｂ
・
Ａ
・
エ

ル
マ
ン
氏
ら
と
の
継
続
的
な
研
究
会
等
で
の
討
議
の
機
会
に
お
い
て
得
ら
れ
た
知
見
、
さ
ら
に
は
中
村
春
作
、
前
田
勉
両
氏

の
知
見
な
ど
を
踏
ま
え
た
修
正
が
微
に
入
り
細
に
入
り
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ま
た
、「
結
論
」
の
改
訂
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
。

　

第
二
章
も
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
収
録
か
ら
の
約
一
年
間
に
修
訂
が
な
さ
れ
、
第
三
章
は
『
東
洋
文
化
』
掲
載
論
文

に
大
幅
な
増
訂
を
へ
て
前
著
『
幕
末
期
武
士
／
士
族
の
思
想
と
行
為

─
武
人
性
と
儒
学
の
相
生
的
素
養
と
そ
の
転
回
』

（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
に
再
録
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
本
書
収
録
に
あ
た
っ
て
は
本
書
の
構
想
に
合
致
す
る
か
た
ち
で

コ
ン
サ
イ
ス
に
再
編
さ
れ
た
。

　

第
五
章
の
初
出
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
『
日
本
研
究
』
第
四
六
集
（
二
〇
一
二
年
）
で
あ
る
が
、
こ
の
論
考
は

当
初
よ
り
方
法
的
、
史
料
的
に
江
戸
後
期
儒
者
の
知
的
「
素
地
」
の
探
究
を
目
指
す
な
か
で
勘
案
さ
れ
た
も
の
で
、
ほ
ぼ
原

形
の
ま
ま
収
録
し
た
。
第
六
章
の
初
出
は
笠
谷
和
比
古
編
『
一
八
世
紀
日
本
の
文
化
状
況
と
国
際
環
境
』（
思
文
閣
出
版
、
二

〇
一
一
年
八
月
）、
第
七
章
は
上
村
敏
文
・
笠
谷
和
比
古
編
『
日
本
の
近
代
化
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』（
教
文
館
、
二
〇

一
三
年
三
月
）
で
あ
る
が
、
各
々
若
干
の
修
訂
を
も
っ
て
収
録
し
た
。

　
「
結
論
」
の
初
出
は
笠
谷
和
比
古
編
『
徳
川
社
会
と
日
本
の
近
代
化
』（
思
文
閣
出
版
、
二
○
一
五
年
三
月
）
で
あ
る
が
、
当

然
、
本
書
の
総
ま
と
め
の
議
論
と
し
て
の
大
幅
な
増
補
、
議
論
の
修
訂
が
為
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
書
の
執
筆
過
程
に
お
い
て
は
、
上
記
の
研
究
者
以
外
に
も
実
に
夥
し
い
数
の
先
学
、
諸
方
面
の
関
係
諸
氏
か
ら

の
ご
教
示
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
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オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
名
誉
教
授
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
マ
ク
マ
レ
ン
氏
は
筆
者
が
最
も
敬
愛
す
る
研
究
者
で
あ
り
、
筆
者
は

同
大
学
に
長
期
滞
在
し
た
時
（
二
〇
〇
三
年
）
よ
り
そ
の
深
遠
な
る
学
識
の
恩
恵
を
う
け
て
い
る
。
元
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
教
授
笠
谷
和
比
古
氏
（
現
帝
塚
山
大
学
教
授
）
に
は
、
氏
が
日
文
研
の
共
同
研
究
会
を
組
織
さ
れ
て
お
ら
れ
た
時
よ

り
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
日
文
研
笠
谷
班
、
同
伊
東
班
所
属
の
諸
研
究
者
と
の
議
論
の
機
会
は
ま
こ
と
に
貴
重
で
あ
り
、

と
く
に
笠
谷
班
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
魚
住
孝
至
、
前
田
勉
、
谷
口
昭
、
谷
井
俊
仁
（
故
人
）、
岩
下
哲
典
、
宮
崎
修
多
の

諸
氏
、
伊
東
班
の
徐
興
慶
、
小
島
毅
、
恩
田
裕
正
、
片
岡
龍
、
李
梁
の
諸
氏
に
は
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

斎
藤
修
、
尾
高
煌
之
助
両
先
生
に
は
筆
者
が
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
大
学
院
生
で
あ
っ
た
頃
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
深
遠
に
し
て
幅
広
い
学
識
は
常
に
筆
者
の
敬
服
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
斎
藤
先
生
よ
り
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
佐
藤
正
幸
先

生
か
ら
は
比
較
史
、
歴
史
理
論
の
視
点
の
重
要
さ
に
つ
い
て
ご
教
示
を
う
け
、
日
本
史
、
日
本
思
想
史
を
世
界
史
的
視
野
に

位
置
づ
け
る
研
究
の
ヒ
ン
ト
を
学
ん
だ
。

　

日
本
思
想
史
学
の
土
田
健
次
郎
、
黒
住
眞
、
澤
井
啓
一
、
田
尻
祐
一
郎
、
中
村
春
作
、
中
村
安
宏
の
諸
先
生
方
、
日
本
経

済
思
想
史
学
会
の
小
室
正
紀
、
藤
井
隆
至
両
先
生
、
中
村
宗
悦
、
見
城
悌
治
、
落
合
功
、
高
橋
周
、
三
澤
勝
己
の
諸
氏
、

「
日
本
の
経
済
思
想
」（JET

T
S

）
主
宰
の
川
口
浩
先
生
、
同
会
メ
ン
バ
ー
の
岩
井
方
男
先
生
、
ヤ
ン
・
シ
ー
コ
ラ
（
カ
レ
ル

大
学
）、
武
藤
秀
太
郎
、
Ｂ
・
グ
ラ
ム
リ
ヒ
＝
オ
カ
、
石
井
寿
美
世
の
各
氏
か
ら
も
、
直
接
の
ご
指
導
の
機
会
を
い
た
だ
い

た
り
、
あ
る
い
は
ま
た
ご
著
書
、
ご
論
文
を
通
じ
て
そ
の
学
恩
に
触
れ
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
一
人
一
人
お
名
前
を
あ
げ
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
が
、
多
く
の
先
生
方
や
専
門
外
の
研
究
者
、
さ
ま
ざ
ま
な
有

縁
の
方
々
の
学
恵
に
あ
ず
か
っ
た
。

　

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
の
中
井
履
軒
直
筆
の
諸
著
作
と
そ
の
写
本
、
な
ら
び
に
関
連
史
料
、
久
米
美
術

館
所
蔵
の
久
米
邦
武
の
諸
著
作
物
と
関
連
諸
史
料
、
茂
原
市
立
美
術
館
・
郷
土
資
料
館
の
東
條
一
堂
関
連
史
料
な
し
に
は
本
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書
「
各
論
編
Ⅰ
」
に
収
め
た
諸
研
究
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
東
京
大
学
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
は
じ
め
と
す
る

諸
大
学
の
専
門
図
書
館
・
史
料
室
所
蔵
の
貴
重
史
料
群
、
無
窮
会
専
門
図
書
館
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
と
い
っ
た
諸
資

料
館
や
文
庫
、
そ
し
て
各
々
の
機
関
に
お
い
て
お
世
話
い
た
だ
い
た
司
書
・
学
芸
員
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　

本
書
の
出
版
は
、
平
成
二
十
七
年
度
国
士
舘
大
学
出
版
助
成
に
よ
り
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
僚
諸
氏
と
関
係
各

位
の
ご
厚
意
に
感
謝
し
た
い
。

　

ま
た
、
本
書
の
出
版
を
快
く
お
引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た
思
文
閣
出
版
、
編
集
の
ご
担
当
で
始
終
丁
寧
か
つ
的
確
な
修
訂
作

業
を
続
け
て
い
た
だ
い
た
田
中
峰
人
氏
に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

最
後
に
、
妻
伸
子
は
二
十
五
年
に
わ
た
り
不
断
な
く
、
快
晴
の
日
も
雨
の
日
も
、
そ
し
て
大
嵐
の
最
中
も
筆
者
の
研
究
生

活
を
無
条
件
に
支
え
つ
づ
け
て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
、
お
な
じ
道
に
す
す
み
つ
つ
あ
る
二
人
の
子
供
た
ち
と
の
対
話
は
心
地

よ
い
知
的
刺
激
の
機
会
で
あ
る
。
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。

　
　

平
成
二
十
八
年
二
月
一
日

竹
村
英
二　
　
　



【人　名】

あ

藍弘岳	 168
青木洋司	 109, 110
赤松蘭室	 52
安積澹泊	 179
朝川善庵	 97
飛鳥井雅道	 24
アストリュック、J	 8, 22, 209, 212
阿部正弘	 85
新井白石	 21
アルノー、A	 209
安西敏三	 23

い

井口孟篤	 20
石川謙	 36, 128, 142
石河幹明	 143, 144, 146
井田進也	 23
市野迷庵	 128
伊藤仁斎	 13, 21, 89, 90, 94, 95, 97, 199, 

215, 218～20, 223
伊東貴之	 32, 77, 78
伊藤東涯	 13, 51～3, 199
伊藤蘭嵎	 13, 51, 53, 76, 78
稲葉迂斎	 129
稲葉徳一郎	 207
井上金峨	 5, 12, 97, 219
井上進	 32, 77
井上哲次郎	 6, 187
井上蘭臺	 174
今道友信	 215

う

ヴィーコ、G-B
		  14, 22, 212, 213, 215, 216, 210, 211
ヴィラモーヴィッツ＝メレンドルフ、
　U・v	 212, 213
ヴェルヌ、Ｊ	 19, 189
ヴォルフ、F・A	 14, 212, 213

え

衛宏	 59, 60
易順鼎	 85
江藤裕之	 214
江村北海	 128, 129, 135, 142
閻若璩	 30, 32, 52, 54～6, 76～8, 86, 104, 

106, 107, 109～11, 117, 206, 215, 216, 
218, 219

お

王引之	 86, 104, 219
王炎	 53
皇侃	 93
王元美	 161, 162, 180
王充	 72, 104
王粛	 63, 65, 68, 75, 76, 107, 112
王念孫	 86, 104, 219
王柏	 51, 53, 56, 63, 66, 206
汪伯玉	 161
王鳴盛	 30, 32, 52, 54～7, 59～63, 65, 67, 

71, 72, 76～8, 107, 216～9
王勇	 168
欧陽生	 56, 64, 72
王魯齋	 53, 78
大久保利謙	 9, 10, 22, 27, 28, 31
大田錦城	 5, 12, 13, 28, 31, 55, 56, 61～8, 

72～6, 86, 96, 104, 112, 117, 118, 216, 

i
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218, 219
大谷敏夫	 32, 77
大庭脩	 54, 168, 169
岡崎勝世	 209, 210
岡田袈裟男	 33, 34
岡田白駒	 52
岡松甕谷	 187, 193, 194
荻生徂徠	 3, 13, 21, 31, 33～5, 47, 50, 51, 

53, 89, 90, 96～8, 136, 139, 141, 142, 
161, 162, 169, 170, 172, 178～80, 188, 
194, 199, 216, 219, 220

落合陽子	 26

か

何晏	 94
海保漁村	 5, 12
郝敬	 51, 52, 78, 106, 206
郭守敬	 51, 53
郭正域	 170
夏侯建	 56, 64, 72
夏侯勝	 56, 64, 72
笠谷和比古	 219
カソゥボン、I	 8, 13
片山兼山	 170
ガッテラー	 22, 209, 210, 212
加藤常賢	 6, 7, 206
金谷治	 27, 65, 74, 118
狩野直喜	 3, 4, 10, 12, 21, 31
亀田鵬斎	 85, 97
狩谷棭斎	 5, 12, 28, 31, 104, 118, 218, 220
顔子	 96
韓愈	 117, 162, 163, 171, 172, 180, 181

き

菊池（箕作）大麓	 143, 146, 150
岸田知子	 187
魏徴	 65
木下鉄矢	 10, 11, 32, 77, 78
恭王	 67, 70～2
金謝山	 55

く

グーチ、G・P	 212, 216

屈萬里	 177
熊阪臺洲	 170, 172
久米邦郷	 103
久米邦武
		  7, 12, 21, 22, 27～31, 33, 103, 208, 224
久米祐子	 8
孔穎達	 64, 65, 67, 75, 106, 111
グラフトン、A	 9
栗島紀子	 25
黒住眞	 33

け

児寛	 64
恵棟	 104, 106, 218
ケーベル、Ｒ・v	 223
阮元	 86, 103, 107
元帝	 113

こ

胡渭	 55
孔安国	 56, 66～70, 73, 75, 116
孔子	 75, 87, 91, 96, 221
江聲	 6, 52, 55, 78, 106, 206, 218
黄宗羲	 107, 206
幸田成友	 33
皇甫謐	 63, 107, 112, 113
康有為	 71, 74, 76
呉英	 86
顧炎武	 32, 55, 86, 104, 107, 117, 206
古賀謹一郎	 103
古賀侗庵	 97, 128
呉才老（棫）
		  50～4, 56, 66, 106～8, 113, 117
呉草廬（澄）　	 51～3, 56, 59, 66, 73, 78, 

104, 106, 107, 111～7, 206, 215
小島毅	 32
コックリル浩子	 26
呉訥	 169
小森陽一	 189, 190
近藤光男	 31

さ

蔡沈	 49, 53, 104, 106

ii



斎藤毅	 25
齋藤文俊	 27
齋藤希史	 25, 26, 186
斉藤美野	 26
阪谷朗廬	 20, 23, 24, 146, 189
嵯峨寛	 86
左丘明	 175, 176
佐久間象山	 23
佐藤一斎	 128
佐藤直方	 129

し

塩谷宕陰	 27, 194
重野安繹	 7, 21, 27, 28, 30, 31, 33, 224
司馬光	 173
司馬相如	 172
司馬遷	 63, 73, 175, 176
渋江抽斎	 31
下郷次郎八	 52
シモン、R	 8, 22, 209, 212
謝枋得	 169
シャルチェ、R	 35, 36, 126, 142
朱彝尊（竹垞）	 67, 68, 104, 107, 118, 206
朱熹（朱子）　	 8, 50～2, 66, 93, 104, 107, 

108, 115, 116, 173
シュライアマハー、F・D・E	 14, 213
シュレーツァー、A・L・v	 22, 209, 212
荀子	 96
鄭玄	 63, 65, 104, 107, 176, 217
荘田平五郎	 207
徐師曾	 169
白石眞子	 162, 163, 169
新藤咲子	 25
眞徳秀	 168, 169

す

スカリガー、J	 8, 13
村士玉水	 129, 138
鈴木善教	 128
スペンサー、H	 200

せ

薛敬軒	 53

銭大昕	 86, 104, 218

そ

臧曹	 113
ソクラテス	 23
蘇頌	 53
蘇軾	 107
蘇東坡	 53
蘇愉	 113
孫星衍	 6, 106, 107, 206

た

高谷龍洲	 187, 193
高橋章則	 172
武内義雄	 4, 6, 7, 10, 12, 30, 31, 47, 206, 

218, 219, 222
武田勘治	 36, 126, 128, 129, 142
太宰春臺　	 13, 30, 31, 33～5, 50, 51, 53, 

136, 139～42, 161, 188, 194, 223
田尻祐一郎	 33
田中彰	 119
田中萃一郎	 224
田中知周	 128, 208
田辺紀久子	 26
段玉裁	 6, 86, 104, 107, 206

ち

張衡	 172, 173
張燧	 173
晁錯	 70, 72
張覇	 56, 64, 75
陳繹曾	 169
陳騤	 170
陳新安	 53
陳大猷	 51, 53

て

程伊川	 89
鄭沖	 107, 113, 215

と

陶鴻慶	 85
唐順之（荊川）	 177

iii

索　　　引



東條一堂
		  5, 12, 28～30, 85, 104, 118, 220, 221
戸川芳郎	 33
徳富蘇峰	 20, 189
富永仲基	 60, 76, 221, 222
ドロイゼン、J・G	 33

な

内藤湖南	 4, 10, 12, 21, 31, 221, 222
永井荷風	 196
中井甃庵	 47
中井竹山	 47
中井履軒	 5, 8, 11～3, 29, 30, 32, 47, 112, 

118, 207, 215, 218, 219
中江兆民	 20, 22～5, 187, 189, 193, 196
長沼美香子	 26
中村敬宇
		  18, 19, 23, 24, 188, 192, 195, 200
中村春作	 24, 25, 35, 36, 126
中村久四郎	 27, 31
鍋島直大	 103

に

ニーブール、B	 209
西周	 18, 148, 200
西田幾多郎	 20～2, 25

ね

根本武夷	 13, 31

の

野村茂夫	 107, 111, 116, 117

は

ハーバーマス、J	 151
梅賾　	56, 64, 65, 70, 75, 76, 107, 109, 111

～4, 116, 215, 217
梅鷟　	 51, 52, 76, 78, 104, 106, 107, 111, 

112, 117, 206, 215
波多野太郎	 28, 85, 90
服部南郭	 141, 162, 170, 177, 181
馬廷鸞	 108～11
馬融	 65, 104, 107

馬場辰猪	 24
濱口富士雄	 31, 77
林述斎	 128
林羅山	 28
班固	 64, 67, 72, 76, 172, 173
伴信友	 21

ひ

皮錫瑞	 109, 110
尾藤二洲	 97
日原利國	 89
平賀晋民	 128
平沼淑郎	 127, 143～7, 149, 150, 208
平山潜兵	 128

ふ

福澤諭吉	 18, 23, 186～8, 190, 193
伏生	 54, 56, 59, 63, 64, 71, 104, 107, 111, 

114, 217
福地桜痴	 187, 189
布施維安	 128
フッサール、E	 12
武帝（漢）	 72
プラトン	 23
ブルデュー、P	 10

へ

ベェク、A	 14, 212～4, 216, 218
ヘルマン、G	 14, 213
ヘロドトス	 13, 210

ほ

帆足萬里	 193
方東樹	 86
星野恒	 27, 31
ホメロス	 211～3, 215
ポリツィアーノ、A	 13
本郷隆盛	 206

ま

前田勉	 3, 24, 97, 146, 147, 150, 151
町田三郎	 221
マッケンジー、D・F	 36

iv



松崎慊堂
		  5, 12, 28, 31, 104, 118, 147, 218, 219
松沢弘陽	 23
松沢老泉	 118
松本三之介	 23, 24
丸山真男	 206
マレー、G	 213

み

三浦秀一	 97
三島中洲	 187
水上雅晴	 86
水田紀久	 76, 77, 207, 222
水野的	 26
溝口雄三	 193
箕作秋坪	 143, 145, 146
皆川淇園	 85, 97
源了圓	 24
御法川牧子	 25
三宅眞軒	 20
宮崎有成	 129
宮地正人	 7
宮村治雄	 23
ミュラー、M	 214

む

武藤虎峯	 207
村岡典嗣	 21, 22, 214, 215

め

メルロー＝ポンティ、M	 12, 205～7

も

毛奇齢	 55, 86, 104
孟子	 90, 96, 97
茂住實男	 26, 36, 142, 151
本居宣長	 21
森鷗外	 187
森岡健二	 25, 26, 143
森田思軒	 19, 20, 22, 188, 189, 193, 196

や

安井息軒

		 5, 12, 20, 93～5, 103, 104, 118, 194, 220
安酸敏眞	 214
柳田泉	 20, 189
柳父章	 26
矢野竜渓	 189
山県周南	 162, 163, 169, 170, 177, 178
山崎闇斎	 128
山田孝雄	 25
山田博雄	 25
山井鼎	 13, 21, 31, 55, 170, 215, 216, 233
山本北山	 5, 12, 97, 112

ゆ

湯浅常山	 52
ユーゴー、V	 19, 189

よ

楊升菴	 53
楊愼	 206
揚雄（子雲）	 110, 172, 173
横井小楠	 97
吉川幸次郎	 6, 21, 22, 33, 55, 75, 196
吉田篁墩	 5, 12, 28, 97, 218, 219
吉田純	 3, 4, 32, 77
吉野金陵	 103
芳村弘道	 169

ら

ランケ、L・ｖ	 33, 209

り

リース、L	 33
李于鱗	 161, 162, 172, 180
陸弘祚	 170
陸徳明	 59
李獻吉	 161
李善	 68, 170
李塗	 169
劉勰	 169
劉向	 64, 73, 104
劉歆	 59, 68, 71, 72, 75, 76
劉鉉	 106
劉孝標	 171

v
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劉節	 170
柳宗元	 162, 163, 171～3, 180, 181
劉台拱	 86
梁柳	 113
呂治平	 53
呂思勉	 71
呂祖謙	 50, 53
リンガー、F	 35, 36, 126
林之奇	 53, 56, 107～11

ろ

ロック、J	 6, 12

わ

和辻哲郎	 30, 209～13, 218, 222

【史資料名】

あ

新しい学（諸国民の共通の自然本性につ　
いての新しい学の諸原理）

		  14, 211～3, 216

い

一年有半	 193, 194
逸周書	 72
イリアス	 211

え

永樂大典	 85

お

オデュッセイア	 211

か

学則（荻生徂徠）	 34
鶴峯漫談	 143～5, 208
学問捷径	 128
夏書逢原	 50

「漢学不可廃論」（中村敬宇）
		  18, 19, 195, 197, 198
韓詩外傳	 89, 90, 95, 97
漢書	 67, 70, 71, 139, 218
漢書恭王傳	 72
漢書藝文志	 57, 67, 68, 72, 73
漢書儒林傳	 57～9, 64, 71
漢書楚元王傳	 71
漢書晁錯傳	 59
漢書本紀（漢紀）	 67, 68

き

九經談
		  64, 66, 67, 74, 96, 107, 112, 118, 216
今文尚書纂言	 51～4, 56, 58, 59, 66, 73, 

106, 111, 113, 215

く

孔子家語	 68, 73
孔叢子	 68, 73
久米邦武文書	 105

け

經學通論	 109
經義考	 67, 68
經子史要覧	 172, 173
經史問答	 55
芸術の規則	 10
經世学論	 128
經籍訪古誌	 31
經典釋文	 59, 65, 85, 86
經伝釋詞	 177

「言文論」（森鷗外）	 187

こ

校勘記	 107, 111
孝経	 73, 139
皇清經解	 31, 86, 103, 104
孔伝	 59
洪範正論	 55
後漢書	 173
古義堂文庫目録	 51, 216
五經正義	 67, 111

vi



五經辨訛	 53
「古今文聚訟」（久米邦武）
		  105, 111, 112, 113, 118
國語	 86, 139
國民之友	 190
梧窓漫筆	 56, 63, 107, 112
古文尚書考	 106, 218
古文尚書撰異	 107

さ

「再論原論自由」（中江兆民）	 193
作文初問	 162, 163, 169, 170, 177

「策論」（中江兆民）	 23
「作家苦心談」（森田思軒）	 188, 193

し

爾雅	 86, 177
「史学考証の弊」（久米邦武）	 208
四家雋	 172
史記
	 63, 69, 70, 75, 76, 109, 139, 175, 176, 218
史記儒林傳	 58, 59, 61, 71
詩經	 163, 173, 176, 178, 179
詩經標識	 85
四庫全書	 108
紫芝園稿	 162, 173
紫芝園後稿	 162
資治通鑑	 139
詩書古傳	 50, 177
詩體明辨	 169
七經雕題	 47, 48
七經雕題畧（書）	 47
七經逢原	 47～50, 56
七經孟子考文	 29, 31, 55, 216
実用館讀例	 128
師辨	 97
周易	 139
集外詩文	 68
十三經註疏	 31, 104
十七史商榷	 62, 66, 216, 217
集釋	 177
集疏	 94
授業編	 128, 129, 136, 142, 151

朱子語類	 50, 53, 54, 56, 66, 90, 106, 108, 
113, 115, 116

春秋	 139
春秋公羊傳	 89, 90, 94, 97
春秋左氏傳	 75, 175, 176, 194
春草堂集	 216
小学	 131
焦氏筆乗	 173
尚書（書經）　	 30, 32, 47, 103, 139, 163, 

168, 173, 176, 206, 207, 215, 217, 218
尚書解	 52
尚書義疏	 106
尚書去病	 52
尚書今古文注疏	 118
尚書後案　	 30, 32, 52, 54～7, 59, 61～3, 

66, 76, 78, 107, 217, 218
尚書考異	 51, 52, 76, 106, 112, 116, 215
尚書後辨	 72, 76, 217
尚書古今文注疏	 106
尚書古文疏證	 30, 32, 52, 54～6, 76, 78, 

106, 107, 109, 118, 215～8
尚書集注音疏	 52, 55, 78, 107, 218
尚書正義	 106, 111
尚書全解	 52～4, 56, 107～9
尚書大傳	 86, 92, 93, 104, 107, 111
尚書注疏校勘記	 104
尚書雕題	 49, 53
尚書日知禮記	 105, 109, 111, 117
初学課業次第	 128
書疑	 51～4, 56, 58, 63, 66
書經集傳	 49, 53, 104～6, 111
書經叙録	 117
諸国民の共通の自然本性についての新

しい学の諸原理→新しい学
書集傳或問	 51, 53
書集傳纂疏	 53
書説	 51, 53
書伝	 107
書反正	 51
書裨傳	 50, 51, 53, 54, 56, 106
書逢原→七經逢原
詩論	 163
新學僞經考	 71, 74

vii
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晉書	 111

す

隋書經籍志	 63, 65

せ

西河合集	 55
正字通	 169, 170
聖書	 8, 22, 209, 212
正文章軌範評林註釋	 169
西洋事情	 190
世界史（ガッテラー）	 22, 209
世界史試論（ガッテラー）	 22, 209
説文解字	 86
説文解字注	 86, 107
潜研堂文集	 86
千百年眼	 173

そ

宋代尚書学案	 51
滄溟先生尺牘	 141

た

太玄録	 172, 173
大日本史	 27
断腸亭日乗	 196

ち

中庸	 48, 77
雕題	 49, 50

「雕題附言」（書）	 47
雕題畧	 11

つ

通志堂經解	 51, 52, 54, 58

て

哲学字彙	 187
典引	 173
典籍	 168
典謨接	 53, 54

と

燈下書	 162, 181
（新）唐書藝文志	 65
讀書矩	 128
讀書指南	 128
讀書準縄	 128, 136, 142, 151, 208
読書路径	 128
讀李于鱗文	 162

に

日知録	 55, 117
「日本文章の将来」（森田思軒）
		  19, 188, 190, 191

は

梅賾古文尚書	 49, 50

ふ

福澤諭吉伝	 143, 144
伏生尚書	 49, 50
文献学的な諸学問のエンチクロペディ
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